
ＪＦＥコンフォーム株式会社 （単位：円）

金     額 金     額

流動資産 流動負債

現 金 及 び 預 金 41,485,951  工 事 未 払 金 536,840,277

完 成 工 事 未 収 入 金 954,457,358 未 払 法 人 税 等 20,730,100

未 成 工 事 支 出 金 74,203,307 未 払 金 120,179,190

短 期 貸 付 金 3,250,000,000 未 払 費 用 41,408,573

前 払 費 用 8,737,413 未 払 消 費 税 等 269,084,681

未 収 入 金 12,520,933 未 払 賞 与 94,538,000

未 収 法 人 税 等 49,731,168 未 成 工 事 受 入 金 337,015,029

貸 倒 引 当 金 △ 3,000,000 預 り 金 3,997,760

流動資産計 4,388,136,130 完 成 工 事 補 償 引 当 金 326,740,000

流動負債計 1,750,533,610

固定資産

有形固定資産 固定負債

建 物 111,031,868 退 職 給 付 引 当 金 94,219,924

構 築 物 1,516,675 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 10,800,000

工 具 器 具 備 品 27,930,259 固定負債計 105,019,924

有形固定資産計 140,478,802

無形固定資産 負債の部合計 1,855,553,534

ソ フ ト ウ エ ア 591,600

無形固定資産計 591,600

株　主　資　本

投資その他の資産

長 期 前 払 費 用 789,448 資   本   金 300,000,000

繰 延 税 金 資 産 170,186,929

そ の 他 の 投 資 32,387,856 利　益　剰   余   金

投資その他の資産計 203,364,233 利 益 準 備 金 75,000,000

固定資産計 344,434,635 そ の 他 利 益 剰 余 金

　　別途積立金 1,650,000,000

　　繰越利益剰余金 852,017,231

利益剰余金計 2,577,017,231

純資産の部合計 2,877,017,231

4,732,570,765 4,732,570,765

純　　資　　産　　の　　部

資 産 の 部 合 計 負債及び純資産の部合計

貸　 借　 対　 照　 表

    （2026年3月31日現在）　　　

資       産       の       部 負     債    の     部

科          目 科          目



        　    （自　2025年  4月  1日）
        　    （至　2026年  3月31日）

ＪＦＥコンフォーム株式会社 （単位：円）

　 内       訳 合       計

売上高

完成工事高 5,816,765,585

売上原価

完成工事原価 4,953,831,827

完成工事総利益 862,933,758

販売費及び一般管理費 409,729,717

営 業 利 益 453,204,041

営業外収益  22,198,194

受取利息 21,256,918

雑収入 941,276

営業外費用 397,765

固定資産除却損 397,765

経 常 利 益 475,004,470

特別利益 0

0

特別損失 0

0

475,004,470

法人税、住民税及び事業税 140,219,622

7,108,228

327,676,620

損  益  計  算  書

科               目
金                                額

税 引 前 当 期 純 利 益

法 人 税 等 調 整 額

当 期 純 利 益



自 2025 年 4 月 1 日
至 2026 年 3 月 31 日

１． 重要な会計方針

（１）棚卸資産の評価基準及び評価方法
未成工事支出金 個別法による原価法により算出しております。

（２）固定資産の減価償却方法
① 有形固定資産 定率法により計算しております。

ただし、1998年4月1日以降に取得した建物（建物付属設備を
除く）並びに2016年4月1日以降に取得した建物付属設備及び
構築物については定額法により計算しております。

② 無形固定資産 自社利用のソフトウェアについて、社内における利用可能期間
（5年）に基づく定額法により計算しております。

（３）引当金の計上基準
① 貸倒引当金 売上債権、貸付金等の債権の貸倒れによる損失に備えるため、

一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定
の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込
額を計上しております。

② 完成工事補償引当金 完成工事に係る契約不適合の費用に備えるため、完成工事高
に対する引当の他に、個別工事について見積補償額を計上して
おります。

③ 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職
給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上しております。

④ 役員退職慰労引当金 役員の退職慰労金の支給に備えるため、役員退職時の支払予
定額のうち当事業年度末時点における見込額を計上しております。

（４）収益及び費用の計上基準
当社は、以下の５ステップアプローチに基づき収益を認識しております。

ステップ１：顧客との契約を識別する。
ステップ２：契約における履行義務を識別する。
ステップ３：取引価格を算定する。
ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配分する。
ステップ５：履行義務を充足した時に（又は充足するにつれて）収益を認識する。

当社の事業における主な履行義務の内容及び収益を認識する通常の時点は以下のとおりで
あります。
（請負工事事業）
   顧客との工事契約に基づき、建設工事を行う義務を負っております。工事契約については、
工事の進捗により履行義務が充足されるものと判断しております。履行義務の充足に係る進捗
度の測定は、各報告期間の期末日までに発生した工事原価が、予想される工事原価の合計に
占める割合に基づいて行っております。また、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積も
ることができないが、発生する費用を回収することが見込まれる場合には、原価回収基準にて
収益を認識しております。ただし、契約における取引開始日から完全に履行義務を充足すると
見込まれる時点までの期間がごく短い工事契約については代替的な取扱いを適用し、一定の
期間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しております。
なお、取引価格は工事契約に基づいて決定され、重要な変動対価や金融要素は含まれてお
りません。

（５）グループ通算制度 適用しております。

注　　　　記　　　　表



２． 貸借対照表関係

（１）有形固定資産の減価償却累計額 36,201,081 円

（２）関係会社に対する短期金銭債権 3,460,658,110 円
（３）関係会社に対する短期金銭債務 118,846,216 円
（４）顧客との契約から生じた債権 886,088,230 円
（５）契約資産 68,369,128 円

３． 税効果会計

（１）繰延税金資産の発生の主な原因別内訳
完成工事補償引当金 101,093,356 円
退職給付引当金 29,151,644 円
未払賞与 23,125,794 円
その他 16,816,135 円
繰延税金資産の純額 170,186,929 円

（２）法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正
　「所得税法等の一部を改正する法律」（令和7年法律第13号）が2025年3月31日に国会で成立
したことに伴い、2026年4月1日以後開始する事業年度より、「防衛特別法人税」の課税が行われ
ることになりました。
　これに伴い、2026年4月1日以後開始する事業年度以降に解消が見込まれる一時差異等に係
る繰延税金資産及び繰延税金負債については、法定実効税率を30.00％から30.94％に変更し
て計算しております。

４． 1株当り情報

（１）１株当たりの純資産 円 3 銭
（２）１株当たりの当期純利益 円 13 銭

５． その他
　2025年9月24日に開催されました取締役会において仙台事業所、及び、阪神事業所を親会社で
あるＪＦＥシビル株式会社へ事業譲渡する事を決議し、事業譲渡契約に基づき、2026年4月1日をも
って、仙台事業所、及び、阪神事業所をＪＦＥシビル株式会社へ事業譲渡しました。
   また、この事業譲渡に伴い、仙台事業所員７名、阪神事業所員2名がＪＦＥシビル株式会社に転籍
しました。

4,795
546


